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 表１ 調査協力者の属性 






計  10年未満 10年以上 
20年未満 






小 N(%) 21(46.7) 6(13.3) 0( 0.0) 27( 60.0) 6(  5.0) 16( 13.3) 27( 22.5) 49( 40.8) 
 中 N(%) 11(24.4) 2( 4.4) 0( 0.0) 13( 28.9) 11(  9.2) 9(  7.5) 15( 12.5) 35( 29.2) 
 高 N(%) 2( 4.4) 3( 6.7) 0( 0.0) 5( 11.1) 13( 20.8) 4(  3.3） 19( 15.8) 36( 30.0) 
 合計 N(%) 34(75.6) 11(24.4) 0( 0.0) 45(100.0) 30( 25.0) 29( 24.2) 61( 50.8) 120(100.0) 
      




























度数（%）   28（ 93.3） 2（  6.7）   30（100.0） 
 期待度数 24.250 5.750 30.000 




度数（%）   27（ 93.1） 2（  6.9）   29（100.0） 
 期待度数 23.442 5.558 29.000 
 残差 3.558 -3.558  
 
20年以上 
度数（%）   42（ 68.9） 19（ 31.1）   61（100.0） 
 期待度数 49.308 11.692 61.000 
 残差 -7.308  7.308  
 合 計   97（ 80.8） 23（ 19.2）   120（100.0） 
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度数（%）   28（ 62.2） 17（ 37.8）   45（100.0） 
 期待度数 30.978 3.022 45.000 
 残差 7.545 -7.545  
 
教師 
度数（%）   47（ 39.2） 73（ 60.8）   120（100.0） 
 期待度数 10.022 0.978 120.000 
 残差 -7.545  7.545  
 合 計   75（ 45.5） 90（ 54.5）   165（100.0） 











 表４ 齟齬（ズレ）が生じやすい用語（複数回答以上） 
 教師 SC・SSW 
 用語・言葉 N 用語・言葉 N 
 指導 17 受け容れる・認める  5 
 支援 14 様子を見る・見守る  4 
 様子を見る・見守る 10 発達障害  4 
 困り感  6 カウンセリング  3 
 SEL・DV・SNSなどの略号やカタカナ語  5 支援  3 
 自己有用感・自尊感情・自己肯定感  5 守秘義務  3 
 共通理解  4 抵抗  2 
 いじめ  4   
 連携  4   
 生活指導・生徒指導  4   
 受け容れる  3   
 発達障害  3   
 寄り添う  3   
 ネグレクト  3   
 距離を置く  2   
 声かけ  2   
 担任の責任  2   
 登校しぶり  2   
 特別指導  2   
 早急に・即、対応  2   
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取組に支障が生ずるという実態がある。 
平成２７年１２月の中央教育審議会により、今後、いじめや不登校などの課題に教員だけ
でなく、外部人材が連携して対応する「チーム学校」を推進する答申案がまとめられた。近
い将来、学校に「教師ではない」職種のメンバーが加わり、共に仕事をしていくという、教
師にとって未経験の職場環境に遭遇した時、これらコミュニケーションに起因する様々な問
題が増加していく可能性もあると考えられ、今後は、具体的な指導困難場面における阻害要
因についてより詳細に分析を行っていきたいと考える。 
 
